
食品に含まれるタンパク質群の解析
－機能を有するタンパク質や食物アレルゲンの検出－
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技術の特徴
・食品中には様々な機能を持つタンパク質が含まれている。
・これらのタンパク質は、複数の品種間や、栽培法・貯蔵法等の違いによって異なる可能性がある。
・主にプロテオーム解析手法を用い、食品中のタンパク質群を網羅的に検出すると共にその変動
を検出し、食品の機能性評価に利用することを目指す。

研究の内容

農研機構

食品研究部門

機能性

(A)全タンパク質、(B)米アレルゲン
図1 抽出液の検討
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図2 品種間差の検討（小麦）
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今後の展開
・生体防御機能関連タンパク質や食物アレルゲンの探索
・複数の品種間におけるそれらタンパク質の差異の検出
・異なる栽培・貯蔵等によるそれらタンパク質の制御
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図3 二次元電気泳動を用いた、詳細な品種間差の検討（米）
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